
小学 6 年 社会マスター 改訂版(上) 

1 

章 

くらしと日本国憲法 
ページ 解答 テスト 暗記表をチェックした日 

3-6 83 点 / / / / / / / / 

2 

章 

国の政治のしくみ 
ページ 解答 テスト 暗記表をチェックした日 

7-10 84 点 / / / / / / / / 

3 

章 

子育て支援を実現する政治 
ページ 解答 テスト 暗記表をチェックした日 

11-14 85 点 / / / / / / / / 

4 

章 

震災復興を実現する政治 
ページ 解答 テスト 暗記表をチェックした日 

15-18 86 点 / / / / / / / / 

5 

章 

縄文のむらから古墳のくにへ 
ページ 解答 テスト 暗記表をチェックした日 

19-22 87 点 / / / / / / / / 

6 

章 

天皇中心の国づくり 
ページ 解答 テスト 暗記表をチェックした日 

23-26 88 点 / / / / / / / / 

7 

章 

貴族のくらし 
ページ 解答 テスト 暗記表をチェックした日 

27-30 89 点 / / / / / / / / 

8 

章 

武士の世の中へ 
ページ 解答 テスト 暗記表をチェックした日 

31-34 90 点 / / / / / / / / 

9 

章 

今に伝わる室町文化 
ページ 解答 テスト 暗記表をチェックした日 

35-38 91 点 / / / / / / / / 

10 

章 

織田信長の天下統一 
ページ 解答 テスト 暗記表をチェックした日 

39-42 92 点 / / / / / / / / 



小学 6 年 社会マスター 改訂版(下) 

11 

章 

豊臣秀吉の天下統一 
ページ 解答 テスト 暗記表をチェックした日 

43-46 93 点 / / / / / / / / 

12 

章 

徳川家康の天下統一 
ページ 解答 テスト 暗記表をチェックした日 

47-50 94 点 / / / / / / / / 

13 

章 

江戸幕府と政治の安定 
ページ 解答 テスト 暗記表をチェックした日 

51-54 95 点 / / / / / / / / 

14 

章 

町人の文化と新しい学問 
ページ 解答 テスト 暗記表をチェックした日 

55-58 96 点 / / / / / / / / 

15 

章 

明治の国づくり 
ページ 解答 テスト 暗記表をチェックした日 

59-62 97 点 / / / / / / / / 

16 

章 

世界に歩み出した日本 
ページ 解答 テスト 暗記表をチェックした日 

63-66 98 点 / / / / / / / / 

17 

章 

長く続いた戦争 
ページ 解答 テスト 暗記表をチェックした日 

67-70 99 点 / / / / / / / / 

18 

章 

平和な日本へ 
ページ 解答 テスト 暗記表をチェックした日 

71-74 100 点 / / / / / / / / 

19 

章 

日本とつながりの深い国々 
ページ 解答 テスト 暗記表をチェックした日 

75-78 101 点 / / / / / / / / 

20 

章 

世界の未来と日本の役割 
ページ 解答 テスト 暗記表をチェックした日 

79-82 102 点 / / / / / / / / 



2 国の政治のしくみ 
学年 制限時間 合格点 

点 6 20 分 80 点 

太字をなぞって書きましょう。(10 点×10 問＝100 点) 

国
くに

の政
せい

治
じ

の方
ほう

向
こう

を決
き

めるのが、国
こっ

会
かい

の重
じゅう

要
よう

な仕
し

事
ごと

です。 

国会では、国
こく

民
みん

の生
せい

活
かつ

にかかわる法律や、政
せい

治
じ

を進
すす

めるための予算などを多
た

数
すう

決
けつ

で決
き

めます。 

国
こっ

会
かい

でどんな話
はな

し合
あ

いがなされ、どんな法
ほう

律
りつ

や予
よ

算
さん

が決
き

められているかに関
かん

心
しん

をもつことが大
たい

切
せつ

です。 

 国
こっ

会
かい

での話
はな

し合
あ

いは、 

国会議員によって進
すす

められます。 

国
こっ

会
かい

議
ぎ

員
いん

は国
こく

民
みん

の代
だい

表
ひょう

として選
せん

挙
きょ

で選
えら

ばれます。 

選
せん

挙
きょ

で投
とう

票
ひょう

することは、 

18 才以上の国
こく

民
みん

に認
みと

められており、 

国
こく

民
みん

が政
せい

治
じ

に参
さん

加
か

するための大
たい

切
せつ

な権
けん

利
り

です。 

国
こっ

会
かい

には、二つの話
はな

し合
あ

いの場
ば

があります。 

衆議院と参議院という二
ふた

つの議
ぎ

院
いん

で、 

政
せい

治
じ

の方
ほう

向
こう

を慎
しん

重
ちょう

に話
はな

し合
あ

いをします。 

衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

議
ぎ

員
いん

の任
にん

期
き

は 4年
ねん

で、参
さん

議
ぎ

院
いん

議
ぎ

員
いん

の任
にん

期
き

は 6年
ねん

です。 

衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

議
ぎ

員
いん

の任
にん

期
き

は短
みじか

い分
ぶん

、参
さん

議
ぎ

院
いん

議
ぎ

員
いん

よりも強い権限をもっています。 

衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

には、予
よ

算
さん

を先
さき

に審
しん

議
ぎ

する権
けん

限
げん

や、内
ない

閣
かく

の信
しん

任
にん

・不
ふ

信
しん

任
にん

を決
けつ

議
ぎ

する権
けん

限
げん

があります。 

国
こっ

会
かい

で決
き

められた法
ほう

律
りつ

や予
よ

算
さん

にもとづいて政
せい

治
じ

を行
おこな

うことを行
ぎょう

政
せい

といいます。 

国
くに

の行政の仕
し

事
ごと

は、内閣(政府)によって進
すす

められます。 

内
ない

閣
かく

の最
さい

高
こう

責
せき

任
にん

者
しゃ

は内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

(首
しゅ

相
しょう

)で、衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

で多
た

数
すう

をしめる政
せい

党
とう

の代
だい

表
ひょう

が選
えら

ばれることが多
おお

いです。 

 内
ない

閣
かく

のもとで実
じっ

際
さい

の仕
し

事
ごと

を受
う

けもつのは、 

省や庁や委員会で、 

それぞれが専
せん

門
もん

的
てき

な仕
し

事
ごと

を担
たん

当
とう

します。 

それぞれの省
しょう

庁
ちょう

の責
せき

任
にん

者
しゃ

を国
こく

務
む

大
だい

臣
じん

といいます。 

国務大臣は内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

から任
にん

命
めい

され、 

半
はん

分
ぶん

以
い

上
じょう

は国
こっ

会
かい

議
ぎ

員
いん

の中
なか

から選
えら

ばれます。 

首
しゅ

相
しょう

と国
こく

務
む

大
だい

臣
じん

の会
かい

議
ぎ

を閣
かく

議
ぎ

といいます。 

閣議での決
けっ

定
てい

は、全
ぜん

員
いん

一
いっ

致
ち

を原
げん

則
そく

としています。 

閣
かく

議
ぎ

では、内
ない

閣
かく

の考
かんが

えを話
はな

し合
あ

います。 

内
ない

閣
かく

の政
せい

治
じ

のやり方
かた

について衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

議
ぎ

員
いん

の間
あいだ

で反
はん

対
たい

の意
い

見
けん

が強
つよ

くなると、内
ない

閣
かく

不
ふ

信
しん

任
にん

案
あん

が出
だ

されます。 

内閣不信任案が可
か

決
けつ

されると、内
ない

閣
かく

は衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

を解
かい

散
さん

するか、総
そう

辞
じ

職
しょく

しなければなりません。 

衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

が解
かい

散
さん

されると、選
せん

挙
きょ

が行
おこな

われ、新
あたら

しい内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

が指
し

名
めい

されます。 

国会 
二
ふた

つの議
ぎ

院
いん

で慎
しん

重
ちょう

に話
はな

し合
あ

って、法
ほう

律
りつ

や予
よ

算
さん

などを決
き

める。 

 

 

 

 

衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

 

衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

議
ぎ

員
いん

 … 任
にん

期
き

4年
ねん

 

 

参
さん

議
ぎ

院
いん

 

参
さん

議
ぎ

院
いん

議
ぎ

員
いん

 … 任
にん

期
き

6年
ねん

 

 

18才
さい

以
い

上
じょう

のすべての国
こく

民
みん

 

国
こっ

会
かい

議
ぎ

員
いん

を選
せん

挙
きょ

で選
えら

ぶ権
けん

利
り

をもっている。 

 

内
ない

閣
かく

の仕
し

事
ごと

 

防
ぼう

衛
えい

省
しょう

…自
じ

衛
えい

隊
たい

を管
かん

理
り

・運
うん

営
えい

する仕
し

事
ごと

 

厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

…国
こく

民
みん

の健
けん

康
こう

と労
ろう

働
どう

などに関
かん

する仕
し

事
ごと

 

文
もん

部
ぶ

科
か

学
がく

省
しょう

…教
きょう

育
いく

・科
か

学
がく

・文
ぶん

化
か

・スポーツに関
かん

する仕
し

事
ごと

 

財
ざい

務
む

省
しょう

…予
よ

算
さん

や財
ざい

政
せい

などに関
かん

する仕
し

事
ごと

 

外
がい

務
む

省
しょう

…外
がい

交
こう

に関
かん

する仕
し

事
ごと

 

宮
く

内
ない

庁
ちょう

…皇
こう

室
しつ

(天
てん

皇
のう

家
け

)に関
かん

する仕
し

事
ごと

 

金
きん

融
ゆう

庁
ちょう

…金
きん

融
ゆう

機
き

関
かん

に関
かん

する仕
し

事
ごと

 

消
しょう

費
ひ

者
しゃ

庁
ちょう

…消
しょう

費
ひ

者
しゃ

の権
けん

利
り

や自
じ

立
りつ

の支
し

援
えん

に関
かん

する仕
し

事
ごと

 

公
こう

正
せい

取
とり

引
ひき

委
い

員
いん

会
かい

…企
き

業
ぎょう

の公
こう

正
せい

な取
とり

引
ひき

に関
かん

する仕
し

事
ごと

 

国
こっ

家
か

公
こう

安
あん

委
い

員
いん

会
かい

…社
しゃ

会
かい

の安
あん

全
ぜん

に関
かん

する仕
し

事
ごと

 



2 国の政治のしくみ 
学年 制限時間 合格点 

点 6 20 分 80 点 

太字をなぞって書きましょう。(10 点×10 問＝100 点) 

法
ほう

律
りつ

にもとづいて問
もん

題
だい

を解
かい

決
けつ

することを司
し

法
ほう

といいます。 

司法の仕
し

事
ごと

は、裁判所によって公
こう

正
せい

に進
すす

められます。 

犯
はん

罪
ざい

や事
じ

故
こ

が起
お

こったときは、裁
さい

判
ばん

所
しょ

が争
あらそ

いごとを解
かい

決
けつ

します。 

 裁
さい

判
ばん

のまちがいを防
ふせ

ぎ、人
じん

権
けん

を守
まも

るために、 

同
おな

じことについて3 回まで裁
さい

判
ばん

を受
う

けられます。 

裁
さい

判
ばん

所
しょ

には、最
さい

高
こう

裁
さい

判
ばん

所
しょ

と下
か

級
きゅう

裁
さい

判
ばん

所
しょ

があります。 

罪
つみ

の軽
かる

い事
じ

件
けん

を扱
あつか

うのが簡
かん

易
い

裁
さい

判
ばん

所
しょ

、 

罪
つみ

の重
おも

い事
じ

件
けん

を最
さい

初
しょ

に扱
あつか

うのが地方裁判所、 

家
か

庭
てい

や未
み

成
せい

年
ねん

者
しゃ

の問
もん

題
だい

を扱
あつか

うのが家
か

庭
てい

裁
さい

判
ばん

所
しょ

です。 

地
ち

方
ほう

裁
さい

判
ばん

所
しょ

の判
はん

決
けつ

に不
ふ

服
ふく

の場
ば

合
あい

は、 

高等裁判所で裁
さい

判
ばん

を受
う

けます。 

高
こう

等
とう

裁
さい

判
ばん

所
しょ

は、全
ぜん

国
こく

に 8 か所
しょ

あります。 

裁
さい

判
ばん

員
いん

制
せい

度
ど

とは、国
こく

民
みん

の意
い

見
けん

を裁
さい

判
ばん

に取
と

り入
い

れるための制
せい

度
ど

です。 

裁判員制度の裁
さい

判
ばん

員
いん

は、選
せん

挙
きょ

権
けん

をもっている一
いっ

般
ぱん

の人
ひと

の中
なか

から選
えら

ばれます。 

重
じゅう

大
だい

な犯
はん

罪
ざい

について、裁
さい

判
ばん

員
いん

が裁
さい

判
ばん

官
かん

とともに有
ゆう

罪
ざい

か無
む

罪
ざい

かなどを決
けっ

定
てい

します。 

国
くに

の権
けん

力
りょく

は、国
こっ

会
かい

、内
ない

閣
かく

、裁
さい

判
ばん

所
しょ

の三
みっ

つに分
わ

けられます。 

国
くに

の重
じゅう

要
よう

な役
やく

割
わり

を三
みっ

つに分
ぶん

担
たん

しているしくみを三権分立といいます。 

三
さん

権
けん

分
ぶん

立
りつ

によって、権
けん

力
りょく

が一
ひと

つに集
しゅう

中
ちゅう

しないようにしています。 

 国
こく

民
みん

によって選
えら

ばれた国
こっ

会
かい

議
ぎ

員
いん

は、 

内閣不信任案を決
けつ

議
ぎ

する権
けん

限
げん

や 

不
ふ

適
てき

格
かく

な裁
さい

判
ばん

官
かん

を裁
さば

く権
けん

限
げん

をもっています。 

国
こっ

会
かい

によって選
えら

ばれた内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

は、 

衆議院を解散する権
けん

限
げん

や、 

最
さい

高
こう

裁
さい

判
ばん

所
しょ

長
ちょう

官
かん

を指
し

名
めい

する権
けん

限
げん

をもっています。 

内
ない

閣
かく

によって任
にん

命
めい

された裁
さい

判
ばん

官
かん

は、 

国
こっ

会
かい

がつくる法律や内
ない

閣
かく

が行
おこな

う政治が 

憲
けん

法
ぽう

に違
い

反
はん

していないかを調
しら

べます。 

国
こく

民
みん

は、国
こっ

会
かい

議
ぎ

員
いん

を選
せん

挙
きょ

で選
えら

ぶ権
けん

利
り

をもっています。 

国
こく

民
みん

は、内
ない

閣
かく

を支
し

持
じ

するかしないかの考
かんが

えを、世論によって表
あらわ

すことができます。 

国
こく

民
みん

は、国
こく

民
みん

審
しん

査
さ

によって、最
さい

高
こう

裁
さい

判
ばん

所
しょ

の裁
さい

判
ばん

官
かん

を審
しん

査
さ

することができます。 

簡
かん

易
い

裁
さい

判
ばん

所
しょ

 

罪
つみ

の軽
かる

い事
じ

件
けん

 

(438 か所
しょ

) 

家
か

庭
てい

裁
さい

判
ばん

所
しょ

 

家
か

庭
てい

の問
もん

題
だい

など 

(50 か所
しょ

) 

地
ち

方
ほう

裁
さい

判
ばん

所
しょ

 

罪
つみ

の重
おも

い事
じ

件
けん

 

(50 か所
しょ

) 

高
こう

等
とう

裁
さい

判
ばん

所
しょ

 

(8 か所
しょ

) 

最
さい

高
こう

裁
さい

判
ばん

所
しょ

 

(1 か所
しょ

) 

下
か

級
きゅう

裁
さい

判
ばん

所
しょ

 

国
こっ

会
かい

 

 

内
ない

閣
かく

 

 

裁
さい

判
ばん

所
しょ

 

 

最
さい

高
こう

裁
さい

判
ばん

所
しょ

長
ちょう

官
かん

を指
し

名
めい

 

憲
けん

法
ぽう

違
い

反
はん

を審
しん

査
さ

 

 

衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

の解
かい

散
さん

 

内
ない

閣
かく

不
ふ

信
しん

任
にん

案
あん

 憲
けん

法
ぽう

違
い

反
はん

を審
しん

査
さ

 

 裁
さい

判
ばん

官
かん

を裁
さば

く 



2 国の政治のしくみ 
答えをかくしてチェックし、〇か×をかきましょう。 

今日、3 日後、1 週間後、2 週間後の 4 回チェックします。 

  国
こっ

会
かい

の 

おもな仕
し

事
ごと

は何
なん

ですか。 
法
ほう

律
りつ

や予
よ

算
さん

を決
き

める。 
  

  国
こっ

会
かい

での話
はな

し合
あ

いは、 

誰
だれ

によって進
すす

められますか。 
国
こっ

会
かい

議
ぎ

員
いん

 
  

  選
せん

挙
きょ

で投
とう

票
ひょう

できるのは、 

何
なん

才
さい

からですか。 
18才

さい

 
  

  衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

議
ぎ

員
いん

と参
さん

議
ぎ

院
いん

議
ぎ

員
いん

の任
にん

期
き

は、 

それぞれ何
なん

年
ねん

ですか。 
衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

議
ぎ

員
いん

…4年
ねん

、参
さん

議
ぎ

院
いん

議
ぎ

員
いん

…6年
ねん

 
  

  衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

議
ぎ

員
いん

と参
さん

議
ぎ

院
いん

議
ぎ

員
いん

は、 

どちらが強
つよ

い権
けん

限
げん

をもっていますか。 
衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

議
ぎ

員
いん

 
  

  内
ない

閣
かく

の 

おもな仕
し

事
ごと

は何
なん

ですか。 
法
ほう

律
りつ

や予
よ

算
さん

にもとづいて政
せい

治
じ

を行
おこな

う。 
  

  法
ほう

律
りつ

や予
よ

算
さん

にもとづいて政
せい

治
じ

を行
おこな

うことを 

何
なん

といいますか。 
行
ぎょう

政
せい

 
  

  内
ない

閣
かく

の最
さい

高
こう

責
せき

任
にん

者
しゃ

を 

何
なん

といいますか。 
内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

(首
しゅ

相
しょう

) 
  

  それぞれの省
しょう

庁
ちょう

の責
せき

任
にん

者
しゃ

を 

何
なん

といいますか。 
国
こく

務
む

大
だい

臣
じん

 
  

  首
しゅ

相
しょう

と国
こく

務
む

大
だい

臣
じん

の会
かい

議
ぎ

を 

何
なん

といいますか。 
閣
かく

議
ぎ

 
  

  裁
さい

判
ばん

所
しょ

の 

おもな仕
し

事
ごと

は何
なん

ですか。 
法
ほう

律
りつ

にもとづいて問
もん

題
だい

を解
かい

決
けつ

する。 
  

  法
ほう

律
りつ

にもとづいて問
もん

題
だい

を解
かい

決
けつ

することを 

何
なん

といいますか。 
司
し

法
ほう

 
  

  同
おな

じことについて、 

3回
かい

まで裁
さい

判
ばん

を受
う

けられるのはなぜですか。 
裁
さい

判
ばん

のまちがいを防
ふせ

ぎ、人
じん

権
けん

を守
まも

るため。 
  

  地
ち

方
ほう

裁
さい

判
ばん

所
しょ

の判
はん

決
けつ

に不
ふ

服
ふく

の場
ば

合
あい

は、 

どこで裁
さい

判
ばん

を受
う

けますか。 
高
こう

等
とう

裁
さい

判
ばん

所
しょ

 
  

  国
こく

民
みん

の意
い

見
けん

を裁
さい

判
ばん

に取
と

り入
い

れるための制
せい

度
ど

を 

何
なん

といいますか。 
裁
さい

判
ばん

員
いん

制
せい

度
ど

 
  

  国
くに

の重
じゅう

要
よう

な役
やく

割
わり

を三
みっ

つに分
ぶん

担
たん

しているしくみを 

何
なん

といいますか。 
三
さん

権
けん

分
ぶん

立
りつ

 
  

  国
こっ

会
かい

は内
ない

閣
かく

に対
たい

して 

どのような権
けん

限
げん

をもっていますか。 
内
ない

閣
かく

不
ふ

信
しん

任
にん

案
あん

を決
けつ

議
ぎ

する権
けん

限
げん

 
  

  内
ない

閣
かく

は国
こっ

会
かい

に対
たい

して 

どのような権
けん

限
げん

をもっていますか。 
衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

を解
かい

散
さん

する権
けん

限
げん

 
  

  内
ない

閣
かく

は裁
さい

判
ばん

所
しょ

に対
たい

して 

どのような権
けん

限
げん

をもっていますか。 
最
さい

高
こう

裁
さい

判
ばん

所
しょ

長
ちょう

官
かん

を指
し

名
めい

する権
けん

限
げん

 
  

  裁
さい

判
ばん

所
しょ

は内
ない

閣
かく

に対
たい

して 

どのような権
けん

限
げん

をもっていますか。 
政
せい

治
じ

が憲
けん

法
ぽう

違
い

反
はん

かどうかを調
しら

べる権
けん

限
げん

 
  



2 国の政治のしくみ 
学年 制限時間 合格点 

点 6 20 分 80 点 

正しい図を 1 つえらんで、記号に〇をしましょう。(5 点×2 問＝10 点) 

① 

 

 

 

 

国
こっ

会
かい

議
ぎ

員
いん

はどれですか。 ② 

 

 

 

 

裁
さい

判
ばん

官
かん

はどれですか。 

ア  イ  ウ  ア  イ  ウ  

正しいものを 1 つえらんで、記号に〇をしましょう。(6 点×10 問＝60 点) 

① 

 

法
ほう

律
りつ

や予
よ

算
さん

を決
き

めるのは、どこの仕
し

事
ごと

ですか。 

ア 裁
さい

判
ばん

所
しょ

 イ 国
こっ

会
かい

 ウ 内
ない

閣
かく

 

② 

 

法
ほう

律
りつ

や予
よ

算
さん

にもとづいて政
せい

治
じ

を行
おこな

うのは、どこの仕
し

事
ごと

ですか。 

ア 裁
さい

判
ばん

所
しょ

 イ 国
こっ

会
かい

 ウ 内
ない

閣
かく

 

③ 

 

法
ほう

律
りつ

にもとづいて問
もん

題
だい

を解
かい

決
けつ

するのは、どこの仕
し

事
ごと

ですか。 

ア 裁
さい

判
ばん

所
しょ

 イ 国
こっ

会
かい

 ウ 内
ない

閣
かく

 

④ 

 

国
こっ

会
かい

議
ぎ

員
いん

を選
えら

ぶのは誰
だれ

ですか。 

ア 国
こく

民
みん

 イ 裁
さい

判
ばん

官
かん

 ウ 内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

 

⑤ 

 

内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

を選
えら

ぶのは誰
だれ

ですか。 

ア 国
こく

民
みん

 イ 裁
さい

判
ばん

官
かん

 ウ 国
こっ

会
かい

議
ぎ

員
いん

 

⑥ 

 

最
さい

高
こう

裁
さい

判
ばん

所
しょ

長
ちょう

官
かん

を選
えら

ぶのは誰
だれ

ですか。 

ア 国
こく

民
みん

 イ 裁
さい

判
ばん

官
かん

 ウ 内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

 

⑦ 

 

選
せん

挙
きょ

で投
とう

票
ひょう

できるのは、何
なん

才
さい

からですか。 

ア 18才
さい

 イ 20才
さい

 ウ 25才
さい

 

⑧ 

 

内
ない

閣
かく

不
ふ

信
しん

任
にん

案
あん

を決
けつ

議
ぎ

する権
けん

限
げん

をもっているのはどこですか。 

ア 裁
さい

判
ばん

所
しょ

 イ 国
こっ

会
かい

 ウ 内
ない

閣
かく

 

⑨ 

 

衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

を解
かい

散
さん

する権
けん

限
げん

をもっているのはどこですか。 

ア 裁
さい

判
ばん

所
しょ

 イ 国
こっ

会
かい

 ウ 内
ない

閣
かく

 

⑩ 

 

法
ほう

律
りつ

や政
せい

治
じ

が憲
けん

法
ぽう

に違
い

反
はん

していないかを調
しら

べる権
けん

限
げん

をもっているのはどこですか。 

ア 裁
さい

判
ばん

所
しょ

 イ 国
こっ

会
かい

 ウ 内
ない

閣
かく

 

問題に答えましょう。(5 点×6 問＝30 点) 

① 

 

それぞれの省
しょう

庁
ちょう

の責
せき

任
にん

者
しゃ

を 

何
なん

といいますか。 
 

② 

 

法
ほう

律
りつ

や予
よ

算
さん

にもとづいて政
せい

治
じ

を行
おこな

うことを 

何
なん

といいますか。 
 

③ 

 

法
ほう

律
りつ

にもとづいて問
もん

題
だい

を解
かい

決
けつ

することを 

何
なん

といいますか。 
 

④ 

 

同
おな

じことについて、 

3回
かい

まで裁
さい

判
ばん

を受
う

けられるのはなぜですか。 
 

⑤ 

 

国
こく

民
みん

の意
い

見
けん

を裁
さい

判
ばん

に取
と

り入
い

れるための制
せい

度
ど

を 

何
なん

といいますか。 
 

⑥ 

 

国
くに

の重
じゅう

要
よう

な役
やく

割
わり

を三
みっ

つに分
ぶん

担
たん

しているしくみを 

何
なん

といいますか。 

 



6 天皇中心の国づくり 
学年 制限時間 合格点 

点 6 20 分 80 点 

太字をなぞって書きましょう。(5 点×20 問＝100 点) 

590年
ねん

～622年
ねん

 

飛鳥時代(あすかじだい) 

 622年
ねん

～710年
ねん

 

飛鳥
あ す か

時
じ

代
だい

 

この時
じ

代
だい

の有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

 

7世
せい

紀
き

ごろから、大
おお

王
きみ

は天
てん

皇
のう

とよばれるようになり

ました。 天
てん

皇
のう

が女
じょ

性
せい

や子
こ

供
ども

の場
ば

合
あい

に、天
てん

皇
のう

の政
せい

治
じ

を助
たす

ける役
やく

職
しょく

を摂政(せっしょう)といいます。  

 

593年
ねん

に、聖徳太子(しょうとくた

いし)は、推古天皇(すいこてんの

う)の摂
せっ

政
しょう

になり、豪
ごう

族
ぞく

の蘇我氏

(そがし)と力
ちから

を合
あ

わせて、天
てん

皇
のう

中
ちゅう

心
しん

の国
くに

づくりをめざしました。 

 

→ 

この時
じ

代
だい

の有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

 

622年
ねん

に聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

がなくなると、蘇
そ

我
が

氏
し

が天
てん

皇
のう

を

しのぐほどの大
おお

きな力
ちから

をもちました。 

 

中大兄皇子(なかのおおえのおうじ)と中臣鎌足

(なかとみのかまたり)は、645年
ねん

に蘇
そ

我
が

氏
し

をたおし、

天
てん

皇
のう

を中
ちゅう

心
しん

とする国
くに

づくりを始
はじ

めました。  

 

大化の改新(たいかのかいしん)という新
あたら

しい国
くに

づくりにより、都
みやこ

[天
てん

皇
のう

がいるところ]から全
ぜん

国
こく

を

支
し

配
はい

するしくみが整
せい

備
び

され、藤原京(ふじわらきょ

う)という都
みやこ

がつくられました。 

この時
じ

代
だい

の主
おも

な出
で

来
き

事
ごと

 

聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

は、603年
ねん

に、冠位十二階(かんいじゅ

うにかい)を定
さだ

め、家
いえ

柄
がら

に関
かん

係
けい

なく、能
のう

力
りょく

で役
やく

人
にん

を

選
えら

びました。また、604年
ねん

に、十七条の憲法(じゅ

うしちじょうのけんぽう)を定
さだ

め、役
やく

人
にん

の心
こころ

構
がま

えを

示
しめ

しました。 

 

進
すす

んだ制
せい

度
ど

や文
ぶん

化
か

を取
と

り入
い

れる

ため、小野妹子(おののいもこ)

らが遣隋使(けんずいし)とし

て、中
ちゅう

国
ごく

の髄
ずい

に送
おく

られました。 

→ 

この時
じ

代
だい

の主
おも

な出
で

来
き

事
ごと

 

豪
ごう

族
ぞく

が支
し

配
はい

していた土
と

地
ち

や人
ひと

々
びと

は、国
くに

のものとな

り、有
ゆう

力
りょく

な豪
ごう

族
ぞく

は役
やく

人
にん

として政
せい

治
じ

に参
さん

加
か

しまし

た。 位
くらい

の高
たか

い役
やく

人
にん

を貴族(きぞく)といいます。 

 

律令(りつりょう)という新
あたら

しい法
ほう

律
りつ

によって、天
てん

皇
のう

を中
ちゅう

心
しん

とする国
くに

づくりは進
すす

みましたが、人
ひと

々
びと

の

生
せい

活
かつ

は苦
くる

しくなりました。 

この時
じ

代
だい

の人
ひと

々
びと

のくらしや文
ぶん

化
か

 

蘇
そ

我
が

氏
し

が飛鳥寺(あすかでら)を建
た

てたり、聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

が法隆寺(ほうりゅうじ)を建
た

てたりして、仏
ぶっ

教
きょう

が広
ひろ

まりました。 

 

 

 

 

 

 

→ 

この時
じ

代
だい

の人
ひと

々
びと

のくらしや文
ぶん

化
か

 

人
ひと

々
びと

は、稲
いね

を納
おさ

める祖(そ)、特
とく

産
さん

物
ぶつ

を納
おさ

める調(ち

ょう)、都
みやこ

での労
ろう

働
どう

を行
おこな

う庸(よう)といった税
ぜい

を

納
おさ

め、さらに都
みやこ

や九
きゅう

州
しゅう

を守
まも

る兵
へい

士
し

の役
やく

なども負
ふ

担
たん

しました。 

 

 

 

 

 

 

この時
じ

代
だい

の外
がい

国
こく

の様
よう

子
す

 

中
ちゅう

国
ごく

の唐
とう

が隋
ずい

をほろぼし、長
ちょう

安
あん

というところに

都
みやこ

をつくりました。 

 

→ 
この時

じ

代
だい

の外
がい

国
こく

の様
よう

子
す

 

唐
とう

や新
しら

羅
ぎ

に攻
せ

められていた百済
く だ ら

という国
くに

を救
すく

うた

め、日
に

本
ほん

は朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

に兵
へい

を送
おく

りましたが、敗
やぶ

れて

しまいました。 

法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

 

聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

 

小
お

野
のの

妹
いも

子
こ

 

法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

は、世
せ

界
かい

最
さい

古
こ

の木
もく

造
ぞう

建
けん

築
ちく

として、 

世
せ

界
かい

文
ぶん

化
か

遺
い

産
さん

に登
とう

録
ろく

されました。 



6 天皇中心の国づくり 
学年 制限時間 合格点 

点 6 20 分 80 点 

太字をなぞって書きましょう。(5 点×20 問＝100 点) 

710年
ねん

～724年
ねん

 

奈良時代(ならじだい) 

 724年
ねん

～794年
ねん

 

奈
な

良
ら

時
じ

代
だい

 

この時
じ

代
だい

の有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

 

710 年に、都
みやこ

が奈良(なら)の平城京(へいじょう

きょう)に移
うつ

されました。  

 

 

 

 

 

平
へい

城
じょう

京
きょう

は、中
ちゅう

国
ごく

の長安(ちょうあん)という都
みやこ

に

ならってつくられました。長
ちょう

安
あん

は、東
とう

西
ざい

南
なん

北
ぼく

にま

っすぐのびる道
どう

路
ろ

で、碁盤の目(ごばんのめ)のよ

うに区
く

切
ぎ

られていました。 

→ 

この時
じ

代
だい

の有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

 

724年
ねん

に、聖武天皇(しょうむてんの

う)が天
てん

皇
のう

になり、仏教(ぶっきょう)

の力
ちから

で国
くに

を治
おさ

めようとしました。 

 

聖
しょう

武
む

天
てん

皇
のう

は、都
みやこ

に東大寺(とうだ

いじ)、地
ち

方
ほう

ごとに国分寺(こくぶん

じ)をつくることを命
めい

じ、743年
ねん

に

は、東
とう

大
だい

寺
じ

に大仏(だいぶつ)をつく

ることを命
めい

じました。 僧
そう

の行基(ぎ

ょうき)や何
なん

万
まん

人
にん

もの農
のう

民
みん

が協
きょう

力
りょく

し、9年
ねん

間
かん

かけて、大
だい

仏
ぶつ

が完
かん

成
せい

しました。  

この時
じ

代
だい

の主
おも

な出
で

来
き

事
ごと

 

天
てん

皇
のう

の命
めい

令
れい

で、古事記(こじき)や日本書紀(にほ

んしょき)がつくられ、日
に

本
ほん

の歴
れき

史
し

や神
しん

話
わ

が記
しる

され

ました。 

 

 

 
→ 

この時
じ

代
だい

の主
おも

な出
で

来
き

事
ごと

 

中
ちゅう

国
ごく

の唐(とう)の政
せい

治
じ

や文
ぶん

化
か

を学
まな

ぶため、遣唐使(けんとう

し)が送
おく

られました。 東
とう

大
だい

寺
じ

の

正倉院(しょうそういん)におさめられた宝
ほう

物
もつ

か

ら、中
ちゅう

国
ごく

風
ふう

の文
ぶん

化
か

の影
えい

響
きょう

がわかります。 

 

唐
とう

からは僧
そう

の鑑真(がんじん)が来
らい

日
にち

し、仏
ぶっ

教
きょう

の発
はっ

展
てん

に力
ちから

をつくし

ました。 鑑
がん

真
じん

は失
しつ

明
めい

しながらも

6回
かい

目
め

にして日
に

本
ほん

に着
つ

きました。 

この時
じ

代
だい

の人
ひと

々
びと

のくらしや文
ぶん

化
か

 

重
おも

い負
ふ

担
たん

にたえられず、逃
に

げ出
だ

す農
のう

民
みん

もいました。 

貴
き

族
ぞく

の山上憶良(やまのうえのおくら)が、農
のう

民
みん

の

苦
くる

しい気
き

持
も

ちを歌
うた

によみました。 

 

 

 

 

 

 

 

→ 

この時
じ

代
だい

の人
ひと

々
びと

のくらしや文
ぶん

化
か

 

都
みやこ

で伝
でん

染
せん

病
びょう

がはやり、全
ぜん

国
こく

各
かく

地
ち

で災
さい

害
がい

や反
はん

乱
らん

が起
お

こりました。 

 

日
に

本
ほん

最
さい

古
こ

の歌
か

集
しゅう

の万葉集(まんようしゅう)に、

柿
かきの

本
もと

人
ひと

麻
ま

呂
ろ

、山
やまの

上
うえの

憶
おく

良
ら

、大
おお

伴
ともの

家
やか

持
もち

らの歌
うた

が収
しゅう

録
ろく

されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

聖
しょう

武
む

天
てん

皇
のう

 

奈
な

良
ら

の大
だい

仏
ぶつ

 

東
とう

大
だい

寺
じ

の正
しょう

倉
そう

院
いん

 

鑑
がん

真
じん

 

古
こ

事
じ

記
き

 日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

 

山
やまの

上
うえの

憶
おく

良
ら

 

新
しん

元
げん

号
ごう

の「令
れい

和
わ

」という言
こと

葉
ば

は、 

万
まん

葉
よう

集
しゅう

の中
なか

の「梅
ばい

花
か

の歌
うた

」から採
さい

用
よう

されました。 

平
へい

城
じょう

京
きょう

 



6 天皇中心の国づくり 
答えをかくしてチェックし、〇か×をかきましょう。 

今日、3 日後、1 週間後、2 週間後の 4 回チェックします。 

  天
てん

皇
のう

が女
じょ

性
せい

や子
こ

供
ども

の場
ば

合
あい

に、 

天
てん

皇
のう

の政
せい

治
じ

を助
たす

ける役
やく

職
しょく

を何
なん

といいますか。 
摂
せっ

政
しょう

 
  

  家
いえ

柄
がら

に関
かん

係
けい

なく、能
のう

力
りょく

で役
やく

人
にん

を選
えら

ぶため、 

603年
ねん

に、聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

が定
さだ

めた制
せい

度
ど

は何
なん

ですか。 
冠
かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

 
  

  役
やく

人
にん

の心
こころ

構
がま

えを示
しめ

すため、 

604年
ねん

に、聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

が定
さだ

めたものは何
なん

ですか。 
十
じゅう

七
しち

条
じょう

の憲
けん

法
ぽう

 
  

  進
すす

んだ制
せい

度
ど

や文
ぶん

化
か

を取
と

り入
い

れるため、 

中
ちゅう

国
ごく

の髄
ずい

に送
おく

られた人
ひと

を何
なん

といいますか。 
遣
けん

隋
ずい

使
し

 
  

  607年
ねん

に、聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

が建
た

てたのは、 

何
なん

という寺
てら

ですか。 
法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

 
  

  645年
ねん

に蘇
そ

我
が

氏
し

をたおし、天
てん

皇
のう

を中
ちゅう

心
しん

とする 

新
あたら

しい国
くに

づくりを始
はじ

めたのは、誰
だれ

と誰
だれ

ですか。 
中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

と中
なか

臣
とみの

鎌
かま

足
たり

 
  

  蘇
そ

我
が

氏
し

をたおした後
あと

の、 

新
あたら

しい国
くに

づくりを何
なん

といいますか。 
大
たい

化
か

の改
かい

新
しん

 
  

  新
あたら

しい国
くに

づくりによって、豪
ごう

族
ぞく

が支
し

配
はい

していた 

土
と

地
ち

や人
ひと

々
びと

は誰
だれ

のものになりましたか。 
国
くに

のもの 
  

  都
みやこ

とは、 

どのような場
ば

所
しょ

ですか。 
天
てん

皇
のう

が住
す

んでいる場
ば

所
しょ

 
  

  8世
せい

紀
き

の初
はじ

めにつくられた新
あたら

しい法
ほう

律
りつ

を 

何
なん

といいますか。 
律
りつ

令
りょう

 
  

  8世
せい

紀
き

の初
はじ

めにつくられた新
あたら

しい法
ほう

律
りつ

によって、 

人
ひと

々
びと

の生
せい

活
かつ

はどうなりましたか。 
苦
くる

しくなった。 
  

  古
こ

事
じ

記
き

や日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

には、 

何
なに

が記
しる

されましたか。 
日
に

本
ほん

の歴
れき

史
し

や神
しん

話
わ

 
  

  710年
ねん

に、 

都
みやこ

はどこに移
うつ

されましたか。 
(奈

な

良
ら

の)平
へい

城
じょう

京
きょう

 
  

  聖
しょう

武
む

天
てん

皇
のう

は、 

何
なん

の力
ちから

で国
くに

を治
おさ

めようとしましたか。 
仏
ぶっ

教
きょう

の力
ちから

 
  

  聖
しょう

武
む

天
てん

皇
のう

の命
めい

令
れい

で、 

地
ち

方
ほう

ごとに建
た

てられた寺
てら

を何
なん

といいますか。 
国
こく

分
ぶん

寺
じ

 
  

  聖
しょう

武
む

天
てん

皇
のう

の命
めい

令
れい

で、 

都
みやこ

に建
た

てられたのは何
なん

という寺
てら

ですか。 
東
とう

大
だい

寺
じ

 
  

  大
だい

仏
ぶつ

を建
た

てるのに協
きょう

力
りょく

した有
ゆう

名
めい

な僧
そう

は 

誰
だれ

ですか。 
行
ぎょう

基
き

 
  

  政
せい

治
じ

や文
ぶん

化
か

を学
まな

ぶために、 

中
ちゅう

国
ごく

の唐
とう

に送
おく

られた人
ひと

を何
なん

といいますか。 
遣
けん

唐
とう

使
し

 
  

  失
しつ

明
めい

しながらも、仏
ぶっ

教
きょう

の発
はっ

展
てん

のために、 

中
ちゅう

国
ごく

の唐
とう

から日
に

本
ほん

にやってきた僧
そう

は誰
だれ

ですか。 
鑑
がん

真
じん

 
  

  聖
しょう

武
む

天
てん

皇
のう

の宝
ほう

物
もつ

などがおさめられた 

東
とう

大
だい

寺
じ

の倉
くら

を何
なん

といいますか。 
正
しょう

倉
そう

院
いん

 
  



6 天皇中心の国づくり 
学年 制限時間 合格点 

点 6 20 分 80 点 

正しい図を 1 つえらんで、記号に〇をしましょう。(5 点×2 問＝10 点) 

① 

 

 

 

 

法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

はどれですか。 ② 

 

 

 

 

奈
な

良
ら

の大
だい

仏
ぶつ

はどれですか。 

ア  イ  ウ  ア  イ  ウ  

正しいものを 1 つえらんで、記号に〇をしましょう。(6 点×10 問＝60 点) 

① 

 

天
てん

皇
のう

が女
じょ

性
せい

や子
こ

供
ども

の場
ば

合
あい

に、天
てん

皇
のう

の政
せい

治
じ

を助
たす

ける役
やく

職
しょく

を何
なん

といいますか。 

ア 豪
ごう

族
ぞく

 イ 貴
き

族
ぞく

 ウ 摂
せっ

政
しょう

 

② 

 

役
やく

人
にん

の心
こころ

構
がま

えを示
しめ

すため、604年
ねん

に、聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

が定
さだ

めたものは何
なん

ですか。 

ア 十
じゅう

七
しち

条
じょう

の憲
けん

法
ぽう

 イ 冠
かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

 ウ 日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

 

③ 

 

進
すす

んだ制
せい

度
ど

や文
ぶん

化
か

を取
と

り入
い

れるため、聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

によって、中
ちゅう

国
ごく

の髄
ずい

に送
おく

られたのは誰
だれ

ですか。 

ア 柿
かきの

本
もと

人
ひと

麻
ま

呂
ろ

 イ 小
お

野
のの

妹
いも

子
こ

 ウ 山
やまの

上
うえの

憶
おく

良
ら

 

④ 

 

大
たい

化
か

の改
かい

新
しん

を行
おこな

った人
じん

物
ぶつ

で、後
のち

に天
てん

智
ち

天
てん

皇
のう

になったのは誰
だれ

ですか。 

ア 中
なか

臣
とみの

鎌
かま

足
たり

 イ 中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

 ウ 大
おお

伴
ともの

家
やか

持
もち

 

⑤ 

 

8世
せい

紀
き

の初
はじ

めにつくられた新
あたら

しい法
ほう

律
りつ

を何
なん

といいますか。 

ア 十
じゅう

七
しち

条
じょう

の憲
けん

法
ぽう

 イ 古
こ

事
じ

記
き

 ウ 律令 

⑥ 

 

8世
せい

紀
き

の初
はじ

めにつくられた新
あたら

しい法
ほう

律
りつ

によって、人
ひと

々
びと

の生
せい

活
かつ

はどうなりましたか。 

ア 楽
らく

になった イ 苦
くる

しくなった ウ 変
か

わらなかった 

⑦ 

 

聖
しょう

武
む

天
てん

皇
のう

の命
めい

令
れい

で、地
ち

方
ほう

ごとに建
た

てられた寺
てら

を何
なん

といいますか。 

ア 東
とう

大
だい

寺
じ

 イ 飛鳥
あ す か

寺
でら

 ウ 国
こく

分
ぶん

寺
じ

 

⑧ 

 

聖
しょう

武
む

天
てん

皇
のう

の命
めい

令
れい

で、都
みやこ

に建
た

てられたのは何
なん

という寺
てら

ですか。 

ア 東
とう

大
だい

寺
じ

 イ 飛鳥
あ す か

寺
でら

 ウ 国
こく

分
ぶん

寺
じ

 

⑨ 

 

失
しつ

明
めい

しながらも、仏
ぶっ

教
きょう

の発
はっ

展
てん

のために、中
ちゅう

国
ごく

の唐
とう

から日
に

本
ほん

にやってきた僧
そう

は誰
だれ

ですか。 

ア 鑑
がん

真
じん

 イ 行
ぎょう

基
き

 ウ 卑
ひ

弥
み

呼
こ

 

⑩ 

 

聖
しょう

武
む

天
てん

皇
のう

の宝
ほう

物
もつ

などがおさめられた東
とう

大
だい

寺
じ

の倉
くら

を何
なん

といいますか。 

ア 高
たか

床
ゆか

倉
そう

庫
こ

 イ 正
しょう

倉
そう

院
いん

 ウ 藤
ふじ

原
わら

京
きょう

 

問題に答えましょう。(5 点×6 問＝30 点) 

① 

 

天
てん

皇
のう

が誰
だれ

のとき、 

聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

は摂
せっ

政
しょう

になりましたか。 
 

② 

 

家
いえ

柄
がら

に関
かん

係
けい

なく、能
のう

力
りょく

で役
やく

人
にん

を選
えら

ぶため、 

603年
ねん

に、聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

が定
さだ

めた制
せい

度
ど

は何
なん

ですか。 
 

③ 

 

聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

がなくなった後
あと

に、天
てん

皇
のう

をしのぐほどの 

大
おお

きな力
ちから

をもったのは、何
なん

という豪
ごう

族
ぞく

ですか。 
 

④ 

 

710年
ねん

に、 

都
みやこ

はどこに移
うつ

されましたか。 
 

⑤ 

 

大
だい

仏
ぶつ

を建
た

てるのに協
きょう

力
りょく

した有
ゆう

名
めい

な僧
そう

は 

誰
だれ

ですか。 
 

⑥ 

 

政
せい

治
じ

や文
ぶん

化
か

を学
まな

ぶために、 

中
ちゅう

国
ごく

の唐
とう

に送
おく

られた人
ひと

を何
なん

といいますか。 

 



14 町人の文化と新しい学問 
学年 制限時間 合格点 

点 6 20 分 80 点 

太字をなぞって書きましょう。(5 点×20 問＝100 点) 

1650年
ねん

～1700年
ねん

 

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

 

 1700年
ねん

～1750年
ねん

 

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

 

この時
じ

代
だい

の有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

 

5代
だい

将
しょう

軍
ぐん

の徳川綱吉(とくがわ

つなよし)は、動
どう

物
ぶつ

を大
たい

切
せつ

にする

生類あわれみの令(しょうる

いあわれみのれい)を出
だ

し、背
そむ

い

た者
もの

を厳
きび

しく罰
ばっ

しました。 

 

6代
だい

と 7代
だい

の将
しょう

軍
ぐん

に仕
つか

えた新井

白石(あらいはくせき)は、生
しょう

類
るい

あわれみの令
れい

を廃
はい

止
し

し、財
ざい

政
せい

の

立
た

て直
なお

しをはかりました。 

 

 

 

→ 

この時
じ

代
だい

の有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

 

8代
だい

将
しょう

軍
ぐん

の徳川吉宗(とくがわ

よしむね)は、庶
しょ

民
みん

の意
い

見
けん

を聞
き

く

ため、だれでも自
じ

由
ゆう

に投
とう

書
しょ

でき

る目安箱(めやすばこ)を置
お

きま

した。 

徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

は、享保の改革(きょうほうのかいかく)

で、質
しっ

素
そ

・倹
けん

約
やく

をすすめながら財
ざい

政
せい

の立
た

て直
なお

しを

はかりました。 年
ねん

貢
ぐ

を増
ふ

やすために、新田開発

(しんでんかいはつ)を進
すす

めたり、裁
さい

判
ばん

の基
き

準
じゅん

とな

る公事方御定書(くじかたおさだめがき)をつく

ったりました。 

 

この時
じ

代
だい

の主
おも

な出
で

来
き

事
ごと

 

松
まつ

前
まえ

藩
はん

との不
ふ

利
り

な交
こう

易
えき

に不
ふ

満
まん

をも

った北
ほっ

海
かい

道
どう

のアイヌの人
ひと

々
びと

は、シ

ャクシャインの戦いを起
お

こしま

したが、松
まつ

前
まえ

藩
はん

に敗
やぶ

れました。 

→ 
この時

じ

代
だい

の主
おも

な出
で

来
き

事
ごと

 

農
のう

作
さく

物
もつ

が不
ふ

作
さく

になり食
しょく

料
りょう

が不
ふ

足
そく

することをきき

んといいます。  

1732年
ねん

に享
きょう

保
ほう

の大
だい

ききんが起
お

こりました。 

 

この時
じ

代
だい

の人
ひと

々
びと

のくらしや文
ぶん

化
か

 

東
とう

北
ほく

と江
え

戸
ど

を結
むす

ぶ東
ひがし

回
まわ

り航
こう

路
ろ

や、九
きゅう

州
しゅう

と大
おお

阪
さか

を

結
むす

ぶ西
にし

回
まわ

り航
こう

路
ろ

が整
せい

備
び

され、物
ぶっ

資
し

を大
たい

量
りょう

に輸
ゆ

送
そう

で

きるようになりました。 

 

裕
ゆう

福
ふく

な町
ちょう

人
にん

を中
ちゅう

心
しん

に栄
さか

えた、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

前
ぜん

半
はん

の文
ぶん

化
か

を元禄文化(げんろくぶんか)といいます。 

 

歌舞伎(かぶき)は、踊
おど

りより芝
しば

居
い

が中
ちゅう

心
しん

になり、

男
だん

性
せい

だけが演
えん

じる歌
か

舞
ぶ

伎
き

が人
にん

気
き

になりました。 

 

松尾芭蕉(まつおばしょう)が諸
しょ

国
こく

を旅
たび

して「奥の細道(おくのほそみ

ち)」を書
か

きました。 

→ 

この時
じ

代
だい

の人
ひと

々
びと

のくらしや文
ぶん

化
か

 

近松門左衛門(ちかまつもんざ

えもん)は、歌
か

舞
ぶ

伎
き

や人
にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

で演
えん

じられる物
もの

語
がたり

の脚
きゃく

本
ほん

家
か

として活
かつ

やくし、「曾根崎心中

(そねざきしんじゅう)」などの作
さく

品
ひん

を残
のこ

しました。 

 

農
のう

業
ぎょう

は、新
しん

田
でん

開
かい

発
はつ

により耕
こう

地
ち

面
めん

積
せき

が増
ふ

え、土
つち

を深
ふか

く耕
たがや

す備中ぐわ(びっちゅうぐわ)、稲
いね

を脱
だっ

穀
こく

する

千歯こき(せんばこき)などの農
のう

具
ぐ

が発
はっ

達
たつ

しまし

た。 

この時
じ

代
だい

の外
がい

国
こく

の様
よう

子
す

 

イギリスで、自
じ

由
ゆう

で平
びょう

等
どう

な社
しゃ

会
かい

を目
め

指
ざ

す市民革

命(しみんかくめい)が起
お

こり、国
こく

王
おう

が追
つい

放
ほう

され、議
ぎ

会
かい

中
ちゅう

心
しん

の政
せい

治
じ

が実
じつ

現
げん

しました。 

 

 

 

 

 

徳
とく

川
がわ

綱
つな

吉
よし

 

新
あら

井
い

白
はく

石
せき

 

徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

 

シャクシャイン 

近
ちか

松
まつ

門
もん

左
ざ

衛
え

門
もん

 

松
まつ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

 備
びっ

中
ちゅう

ぐわ 千
せん

歯
ば

こき 



14 町人の文化と新しい学問 
学年 制限時間 合格点 

点 6 20 分 80 点 

太字をなぞって書きましょう。(5 点×20 問＝100 点) 

1750年
ねん

～1800年
ねん

 

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

 

 1800年
ねん

～1850年
ねん

 

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

 

この時
じ

代
だい

の有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

 

田沼意次(たむらおきつぐ)が老
ろう

中
じゅう

になると、株仲間(かぶなか

ま)で商
しょう

人
にん

の営
えい

業
ぎょう

独
どく

占
せん

を認
みと

めま

した。 経
けい

済
ざい

は活
かっ

発
ぱつ

になりました

が、わいろが広
ひろ

まり、田
た

沼
ぬま

意
おき

次
つぐ

は

老
ろう

中
じゅう

をやめさせられました。 

 

松平定信(まつだいらさだのぶ)

が老
ろう

中
じゅう

になると、寛政の改革

(かんせいのかいかく)で、質
しっ

素
そ

・

倹
けん

約
やく

をすすめる政
せい

治
じ

を 行
おこな

いま

したが、厳
きび

しい改
かい

革
かく

に人
ひと

々
びと

が反
はん

発
ぱつ

し、老
ろう

中
じゅう

をやめました。 

→ 

この時
じ

代
だい

の有
ゆう

力
りょく

者
しゃ

 

1837年
ねん

、役
やく

人
にん

の大塩平八郎(お

おしおへいはちろう)が、生
せい

活
かつ

に

苦
くる

しむ人
ひと

々
びと

を救
すく

おうと、大
おお

阪
さか

で

起
お

こした反
はん

乱
らん

を、大
おお

塩
しお

平
へい

八
はち

郎
ろう

の

乱
らん

といいます。反
はん

乱
らん

は失
しっ

敗
ぱい

しま

したが、意
い

志
し

をつごうとする人
ひと

々
びと

も現
あらわ

れました。 

 

水野忠邦(みずのただくに)が老
ろう

中
じゅう

になると、天保の改革(てん

ぽうのかいかく)で、はでな生
せい

活
かつ

を取
と

りしまり、株
かぶ

仲
なか

間
ま

の解
かい

散
さん

を

命
めい

じました。 

この時
じ

代
だい

の主
おも

な出
で

来
き

事
ごと

 

都
と

市
し

のまずしい人
ひと

々
びと

が米
こめ

屋
や

などをおそうことを打

ちこわしといいます。  

1787年
ねん

に天
てん

明
めい

の打
う

ちこわしが起
お

こりました。 
→ 

この時
じ

代
だい

の主
おも

な出
で

来
き

事
ごと

 

日
に

本
ほん

の近
ちか

くまでやってくるロシアやイギリス、ア

メリカの船
ふね

を警
けい

戒
かい

し、幕
ばく

府
ふ

は、1825年
ねん

に、外
がい

国
こく

の船
ふね

を撃
げき

退
たい

する異国船打払令(がいこくせんうちはら

いれい)を出
だ

しました。 

この時
じ

代
だい

の人
ひと

々
びと

のくらしや文
ぶん

化
か

 

子
こ

どもたちは、寺小屋(てらこや)で、読
よ

み書
か

きや

そろばんなどを学
まな

びました。 

 

日
に

本
ほん

古
こ

来
らい

の考
かんが

え方
かた

を研
けん

究
きゅう

する学
がく

問
もん

を国学(こく

がく)、オランダ語
ご

を通
つう

じて学
まな

ぶヨーロッパの学
がく

問
もん

を蘭学(らんがく)といいます。国
こく

学
がく

や蘭
らん

学
がく

を学
まな

ん

だ人
ひと

の中
なか

には、政
せい

治
じ

や社
しゃ

会
かい

がこのままではいけな

いと、幕
ばく

府
ふ

を批
ひ

判
はん

する人
ひと

も現
あらわ

れました。  

国
こく

学
がく

では、本居宣長(もとおりのりなが)が「古事

記伝(こじきでん)」を完
かん

成
せい

させました。 

蘭
らん

学
がく

では、杉田玄白(すぎたげんぱく)や前
まえ

野
の

良
りょう

沢
たく

が、オランダ語
ご

の医
い

学
がく

書
しょ

をほん訳
やく

し、「解体新書

(かいたいしんしょ)」を出
しゅっ

版
ぱん

しました。 

→ 

この時
じ

代
だい

の人
ひと

々
びと

のくらしや文
ぶん

化
か

 

浮世絵(うきよえ)は、大
たい

量
りょう

印
いん

刷
さつ

によって人
ひと

々
びと

の

間
あいだ

に広
ひろ

まりました。歌川広重(うたがわひろしげ)

の「東海道五十三次(とうかいどうごじゅうさん

つぎ)」や葛飾北斎(かつしかほくさい)の「富
ふ

岳
がく

三
さん

十
じゅう

六
ろっ

景
けい

」は、世
せ

界
かい

の絵
かい

画
が

にも影
えい

響
きょう

をあたえました。 

 

 

 

 

 

伊能忠敬(いのうただたか)は、20年
ねん

以
い

上
じょう

かけて、

全
ぜん

国
こく

を歩
ある

いて測
そく

量
りょう

し、正
せい

確
かく

な日
に

本
ほん

地
ち

図
ず

をつくりま

した。 

この時
じ

代
だい

の外
がい

国
こく

の様
よう

子
す

 

アメリカがイギリスからの独
どく

立
りつ

戦
せん

争
そう

に勝
しょう

利
り

し、独
どく

立
りつ

宣
せん

言
げん

をしました。 

 

 

→ 
この時

じ

代
だい

の外
がい

国
こく

の様
よう

子
す

 

1840年
ねん

、アヘン戦
せん

争
そう

で、イギリスが清
しん

を攻
こう

撃
げき

し、清
しん

に不
ふ

利
り

な南
なん

京
きん

条
じょう

約
やく

を結
むす

びました。イギリスは清
しん

と

の貿
ぼう

易
えき

を認
みと

めさせ、香
ほん

港
こん

を手
て

に入
い

れました。 

 

田
た

沼
ぬま

意
おき

次
つぐ

 

松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

 

大
おお

塩
しお

平
へい

八
はち

郎
ろう

 

水
みず

野
の

忠
ただ

邦
くに

 

東
とう

海
かい

道
どう

五
ご

十
じゅう

三
さん

次
つぎ

 



14 町人の文化と新しい学問 
答えをかくしてチェックし、〇か×をかきましょう。 

今日、3 日後、1 週間後、2 週間後の 4 回チェックします。 

  動
どう

物
ぶつ

を大
たい

切
せつ

にする生
しょう

類
るい

あわれみの令
れい

を出
だ

した、 

5代
だい

将
しょう

軍
ぐん

は誰
だれ

ですか。 
徳
とく

川
がわ

綱
つな

吉
よし

 
  

  生
しょう

類
るい

あわれみの令
れい

を廃
はい

止
し

し、 

財
ざい

政
せい

の立
た

て直
なお

しをはかったのは誰
だれ

ですか。 
新
あら

井
い

白
はく

石
せき

 
  

  松
まつ

前
まえ

藩
はん

との交
こう

易
えき

に不
ふ

満
まん

をもったアイヌの人
ひと

々
びと

が 

起
お

こしたのは何
なん

という戦
たたか

いですか。 
シャクシャインの戦

たたか

い 
  

  諸
しょ

国
こく

を旅
たび

して 

「奥
おく

の細
ほそ

道
みち

」を書
か

いた俳
はい

人
じん

は誰
だれ

ですか。 
松
まつ

尾
お

芭
ば

蕉
しょう

 
  

  8代
だい

将
しょう

軍
ぐん

の徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

が、庶
しょ

民
みん

の意
い

見
けん

を聞
き

くために 

置
お

いた箱
はこ

を何
なん

といいますか。 
目
め

安
やす

箱
ばこ

 
  

  徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

が、質
しっ

素
そ

・倹
けん

約
やく

をすすめながら財
ざい

政
せい

の立
た

て

直
なお

しをはかった改
かい

革
かく

を何
なん

といいますか。 
享
きょう

保
ほう

の改
かい

革
かく

 
  

  農
のう

作
さく

物
もつ

が不
ふ

作
さく

になり食
しょく

料
りょう

が不
ふ

足
そく

することを 

何
なん

といいますか。 
ききん 

  

  歌
か

舞
ぶ

伎
き

や人
にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

の脚
きゃく

本
ほん

家
か

として活
かつ

やくし、 

「曾
そ

根
ね

崎
ざき

心
しん

中
じゅう

」などの作
さく

品
ひん

を残
のこ

したのは誰
だれ

ですか。 
近
ちか

松
まつ

門
もん

左
ざ

衛
え

門
もん

 
  

  田
た

沼
ぬま

意
おき

次
つぐ

が認
みと

めた、 

商
しょう

人
にん

による営
えい

業
ぎょう

独
どく

占
せん

を何
なん

といいますか。 
株
かぶ

仲
なか

間
ま

 
  

  寛
かん

政
せい

の改
かい

革
かく

で、 

質
しっ

素
そ

・倹
けん

約
やく

をすすめた老
ろう

中
じゅう

は誰
だれ

ですか。 
松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

 
  

  都
と

市
し

のまずしい人
ひと

々
びと

が、 

米
こめ

屋
や

などをおそうことを何
なん

といいますか。 
打
う

ちこわし 
  

  子
こ

どもたちが読
よ

み書
か

きやそろばんなどを 

学
まな

んでいたのは、何
なん

という場
ば

所
しょ

ですか。 
寺
てら

小
こ

屋
や

 
  

  日
に

本
ほん

古
こ

来
らい

の考
かんが

え方
かた

を研
けん

究
きゅう

する学
がく

問
もん

を 

何
なん

といいますか。 
国
こく

学
がく

 
  

  オランダ語
ご

を通
つう

じて学
まな

ぶヨーロッパの学
がく

問
もん

を 

何
なん

といいますか。 
蘭
らん

学
がく

 
  

  杉
すぎ

田
た

玄
げん

白
ぱく

や前
まえ

野
の

良
りょう

沢
たく

によって出
しゅっ

版
ぱん

されたのは、 

何
なん

という医
い

学
がく

書
しょ

ですか。 
解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

 
  

  1825年
ねん

に幕
ばく

府
ふ

が出
だ

した、 

外
がい

国
こく

の船
ふね

を撃
げき

退
たい

する命
めい

令
れい

を何
なん

といいますか。 
異
い

国
こく

船
せん

打
うち

払
はらい

令
れい

 
  

  1837年
ねん

、生
せい

活
かつ

に苦
くる

しむ人
ひと

々
びと

を救
すく

おうと、 

役
やく

人
にん

が大
おお

阪
さか

で起
お

こした反
はん

乱
らん

を何
なん

といいますか。 
大
おお

塩
しお

平
へい

八
はち

郎
ろう

の乱
らん

 
  

  天
てん

保
ぽう

の改
かい

革
かく

で、はでな生
せい

活
かつ

を取
と

りしまり、 

株
かぶ

仲
なか

間
ま

の解
かい

散
さん

を命
めい

じた老
ろう

中
じゅう

は誰
だれ

ですか。 
水
みず

野
の

忠
ただ

邦
くに

 
  

  大
たい

量
りょう

印
いん

刷
さつ

によって広
ひろ

まった、 

歌
うた

川
がわ

広
ひろ

重
しげ

や葛
かつ

飾
しか

北
ほく

斎
さい

の絵
え

を何
なん

といいますか。 
浮
うき

世
よ

絵
え

 
  

  20年
ねん

以
い

上
じょう

かけて、全
ぜん

国
こく

を歩
ある

いて測
そく

量
りょう

し、 

正
せい

確
かく

な日
に

本
ほん

地
ち

図
ず

をつくったのは誰
だれ

ですか。 
伊
い

能
のう

忠
ただ

敬
たか

 
  



14 町人の文化と新しい学問 
学年 制限時間 合格点 

点 6 20 分 80 点 

正しい図を 1 つえらんで、記号に〇をしましょう。(5 点×2 問＝10 点) 

① 

 

 

 

 

千
せん

歯
ば

こきはどれですか。 ② 

 

 

 

 

浮
うき

世
よ

絵
え

はどれですか。 

ア  イ  ウ  ア  イ  ウ  

正しいものを 1 つえらんで、記号に〇をしましょう。(6 点×10 問＝60 点) 

① 

 

動
どう

物
ぶつ

を大
たい

切
せつ

にする生
しょう

類
るい

あわれみの令
れい

を出
だ

した、5代
だい

将
しょう

軍
ぐん

は誰
だれ

ですか。 

ア 徳
とく

川
がわ

綱
つな

吉
よし

 イ 徳
とく

川
がわ

家
いえ

宣
のぶ

 ウ 徳
とく

川
がわ

家
いえ

継
つぐ

 

② 

 

享
きょう

保
ほう

の改
かい

革
かく

で、新
しん

田
でん

開
かい

発
はつ

などを行
おこな

ったのは誰
だれ

ですか。 

ア 松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

 イ 水
みず

野
の

忠
ただ

邦
くに

 ウ 徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

 

③ 

 

寛
かん

政
せい

の改
かい

革
かく

で、質
しっ

素
そ

・倹
けん

約
やく

をすすめる政
せい

治
じ

を行
おこな

ったのは誰
だれ

ですか。 

ア 松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

 イ 水
みず

野
の

忠
ただ

邦
くに

 ウ 徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

 

④ 

 

天
てん

保
ぽう

の改
かい

革
かく

で、株
かぶ

仲
なか

間
ま

の解
かい

散
さん

を命
めい

じたのは誰
だれ

ですか。 

ア 松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

 イ 水
みず

野
の

忠
ただ

邦
くに

 ウ 徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

 

⑤ 

 

都
と

市
し

のまずしい人
ひと

々
びと

が、米
こめ

屋
や

などをおそうことを何
なん

といいますか。 

ア 一
いっ

揆
き

 イ 打
う

ちこわし ウ 焼
や

きうち 

⑥ 

 

日
に

本
ほん

古
こ

来
らい

の考
かんが

え方
かた

を研
けん

究
きゅう

する学
がく

問
もん

を何
なん

といいますか。 

ア 蘭
らん

学
がく

 イ 朱
しゅ

子
し

学
がく

 ウ 国
こく

学
がく

 

⑦ 

 

オランダ語
ご

を通
つう

じて学
まな

ぶヨーロッパの学
がく

問
もん

を何
なん

といいますか。 

ア 蘭
らん

学
がく

 イ 朱
しゅ

子
し

学
がく

 ウ 国
こく

学
がく

 

⑧ 

 

杉
すぎ

田
た

玄
げん

白
ぱく

や前
まえ

野
の

良
りょう

沢
たく

によって出
しゅっ

版
ぱん

されたのは、何
なん

という医
い

学
がく

書
しょ

ですか。 

ア 曾
そ

根
ね

崎
ざき

心
しん

中
じゅう

 イ 奥
おく

の細
ほそ

道
みち

 ウ 解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

 

⑨ 

 

1837年
ねん

、生
せい

活
かつ

に苦
くる

しむ人
ひと

々
びと

を救
すく

おうと、役
やく

人
にん

が大
おお

阪
さか

で起
お

こした反
はん

乱
らん

を何
なん

といいますか。 

ア 本
もと

居
おり

宣
のり

長
なが

の乱
らん

 イ 大
おお

塩
しお

平
へい

八
はち

郎
ろう

の乱
らん

 ウ 新
あら

井
い

白
はく

石
せき

の乱
らん

 

⑩ 

 

東
とう

海
かい

道
どう

五
ご

十
じゅう

三
さん

次
つぎ

を描
か

いた浮
うき

世
よ

絵
え

師
し

は誰
だれ

ですか 

ア 葛
かつ

飾
しか

北
ほく

斎
さい

 イ 菱
ひし

川
かわ

師
もろ

宣
のぶ

 ウ 歌
うた

川
がわ

広
ひろ

重
しげ

 

問題に答えましょう。(5 点×6 問＝30 点) 

① 

 

松
まつ

前
まえ

藩
はん

との交
こう

易
えき

に不
ふ

満
まん

をもったアイヌの人
ひと

々
びと

が 

起
お

こしたのは何
なん

という戦
たたか

いですか。 
 

② 

 

農
のう

作
さく

物
もつ

が不
ふ

作
さく

になり食
しょく

料
りょう

が不
ふ

足
そく

することを 

何
なん

といいますか。 
 

③ 

 

田
た

沼
ぬま

意
おき

次
つぐ

が認
みと

めた、 

商
しょう

人
にん

による営
えい

業
ぎょう

独
どく

占
せん

を何
なん

といいますか。 
 

④ 

 

子
こ

どもたちが読
よ

み書
か

きやそろばんなどを 

学
まな

んでいたのは、何
なん

という場
ば

所
しょ

ですか。 
 

⑤ 

 

1825年
ねん

に幕
ばく

府
ふ

が出
だ

した、 

外
がい

国
こく

の船
ふね

を撃
げき

退
たい

する命
めい

令
れい

を何
なん

といいますか。 

 

⑥ 

 

20年
ねん

以
い

上
じょう

かけて、全
ぜん

国
こく

を歩
ある

いて測
そく

量
りょう

し、 

正
せい

確
かく

な日
に

本
ほん

地
ち

図
ず

をつくったのは誰
だれ

ですか。 

 



2 国の政治のしくみ 
学年 制限時間 合格点 

点 6 20 分 80 点 

正しい図を 1 つえらんで、記号に〇をしましょう。(5 点×2 問＝10 点) 

① 

 

 

 

 

国
こっ

会
かい

議
ぎ

員
いん

はどれですか。 ② 

 

 

 

 

裁
さい

判
ばん

官
かん

はどれですか。 

ア  イ  ウ  ア  イ  ウ  

正しいものを 1 つえらんで、記号に〇をしましょう。(6 点×10 問＝60 点) 

① 

 

法
ほう

律
りつ

や予
よ

算
さん

を決
き

めるのは、どこの仕
し

事
ごと

ですか。 

ア 裁
さい

判
ばん

所
しょ

 イ 国
こっ

会
かい

 ウ 内
ない

閣
かく

 

② 

 

法
ほう

律
りつ

や予
よ

算
さん

にもとづいて政
せい

治
じ

を行
おこな

うのは、どこの仕
し

事
ごと

ですか。 

ア 裁
さい

判
ばん

所
しょ

 イ 国
こっ

会
かい

 ウ 内
ない

閣
かく

 

③ 

 

法
ほう

律
りつ

にもとづいて問
もん

題
だい

を解
かい

決
けつ

するのは、どこの仕
し

事
ごと

ですか。 

ア 裁
さい

判
ばん

所
しょ

 イ 国
こっ

会
かい

 ウ 内
ない

閣
かく

 

④ 

 

国
こっ

会
かい

議
ぎ

員
いん

を選
えら

ぶのは誰
だれ

ですか。 

ア 国
こく

民
みん

 イ 裁
さい

判
ばん

官
かん

 ウ 内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

 

⑤ 

 

内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

を選
えら

ぶのは誰
だれ

ですか。 

ア 国
こく

民
みん

 イ 裁
さい

判
ばん

官
かん

 ウ 国
こっ

会
かい

議
ぎ

員
いん

 

⑥ 

 

最
さい

高
こう

裁
さい

判
ばん

所
しょ

長
ちょう

官
かん

を選
えら

ぶのは誰
だれ

ですか。 

ア 国
こく

民
みん

 イ 裁
さい

判
ばん

官
かん

 ウ 内
ない

閣
かく

総
そう

理
り

大
だい

臣
じん

 

⑦ 

 

選
せん

挙
きょ

で投
とう

票
ひょう

できるのは、何
なん

才
さい

からですか。 

ア 18才
さい

 イ 20才
さい

 ウ 25才
さい

 

⑧ 

 

内
ない

閣
かく

不
ふ

信
しん

任
にん

案
あん

を決
けつ

議
ぎ

する権
けん

限
げん

をもっているのはどこですか。 

ア 裁
さい

判
ばん

所
しょ

 イ 国
こっ

会
かい

 ウ 内
ない

閣
かく

 

⑨ 

 

衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

を解
かい

散
さん

する権
けん

限
げん

をもっているのはどこですか。 

ア 裁
さい

判
ばん

所
しょ

 イ 国
こっ

会
かい

 ウ 内
ない

閣
かく

 

⑩ 

 

法
ほう

律
りつ

や政
せい

治
じ

が憲
けん

法
ぽう

に違
い

反
はん

していないかを調
しら

べる権
けん

限
げん

をもっているのはどこですか。 

ア 裁
さい

判
ばん

所
しょ

 イ 国
こっ

会
かい

 ウ 内
ない

閣
かく

 

問題に答えましょう。(5 点×6 問＝30 点) 

① 

 

それぞれの省
しょう

庁
ちょう

の責
せき

任
にん

者
しゃ

を 

何
なん

といいますか。 
国
こく

務
む

大
だい

臣
じん

 

② 

 

法
ほう

律
りつ

や予
よ

算
さん

にもとづいて政
せい

治
じ

を行
おこな

うことを 

何
なん

といいますか。 
行
ぎょう

政
せい

 

③ 

 

法
ほう

律
りつ

にもとづいて問
もん

題
だい

を解
かい

決
けつ

することを 

何
なん

といいますか。 
司
し

法
ほう

 

④ 

 

同
おな

じことについて、 

3回
かい

まで裁
さい

判
ばん

を受
う

けられるのはなぜですか。 
裁
さい

判
ばん

のまちがいを防
ふせ

ぎ、人
じん

権
けん

を守
まも

るため。 

⑤ 

 

国
こく

民
みん

の意
い

見
けん

を裁
さい

判
ばん

に取
と

り入
い

れるための制
せい

度
ど

を 

何
なん

といいますか。 
裁
さい

判
ばん

員
いん

制
せい

度
ど

 

⑥ 

 

国
くに

の重
じゅう

要
よう

な役
やく

割
わり

を三
みっ

つに分
ぶん

担
たん

しているしくみを 

何
なん

といいますか。 
三
さん

権
けん

分
ぶん

立
りつ

 



6 天皇中心の国づくり 
学年 制限時間 合格点 

点 6 20 分 80 点 

正しい図を 1 つえらんで、記号に〇をしましょう。(5 点×2 問＝10 点) 

① 

 

 

 

 

法
ほう

隆
りゅう

寺
じ

はどれですか。 ② 

 

 

 

 

奈
な

良
ら

の大
だい

仏
ぶつ

はどれですか。 

ア  イ  ウ  ア  イ  ウ  

正しいものを 1 つえらんで、記号に〇をしましょう。(6 点×10 問＝60 点) 

① 

 

天
てん

皇
のう

が女
じょ

性
せい

や子
こ

供
ども

の場
ば

合
あい

に、天
てん

皇
のう

の政
せい

治
じ

を助
たす

ける役
やく

職
しょく

を何
なん

といいますか。 

ア 豪
ごう

族
ぞく

 イ 貴
き

族
ぞく

 ウ 摂
せっ

政
しょう

 

② 

 

役
やく

人
にん

の心
こころ

構
がま

えを示
しめ

すため、604年
ねん

に、聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

が定
さだ

めたものは何
なん

ですか。 

ア 十
じゅう

七
しち

条
じょう

の憲
けん

法
ぽう

 イ 冠
かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

 ウ 日
に

本
ほん

書
しょ

紀
き

 

③ 

 

進
すす

んだ制
せい

度
ど

や文
ぶん

化
か

を取
と

り入
い

れるため、聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

によって、中
ちゅう

国
ごく

の髄
ずい

に送
おく

られたのは誰
だれ

ですか。 

ア 柿
かきの

本
もと

人
ひと

麻
ま

呂
ろ

 イ 小
お

野
のの

妹
いも

子
こ

 ウ 山
やまの

上
うえの

憶
おく

良
ら

 

④ 

 

大
たい

化
か

の改
かい

新
しん

を行
おこな

った人
じん

物
ぶつ

で、後
のち

に天
てん

智
ち

天
てん

皇
のう

になったのは誰
だれ

ですか。 

ア 中
なか

臣
とみの

鎌
かま

足
たり

 イ 中
なかの

大
おお

兄
えの

皇
おう

子
じ

 ウ 大
おお

伴
ともの

家
やか

持
もち

 

⑤ 

 

8世
せい

紀
き

の初
はじ

めにつくられた新
あたら

しい法
ほう

律
りつ

を何
なん

といいますか。 

ア 十
じゅう

七
しち

条
じょう

の憲
けん

法
ぽう

 イ 古
こ

事
じ

記
き

 ウ 律令 

⑥ 

 

8世
せい

紀
き

の初
はじ

めにつくられた新
あたら

しい法
ほう

律
りつ

によって、人
ひと

々
びと

の生
せい

活
かつ

はどうなりましたか。 

ア 楽
らく

になった イ 苦
くる

しくなった ウ 変
か

わらなかった 

⑦ 

 

聖
しょう

武
む

天
てん

皇
のう

の命
めい

令
れい

で、地
ち

方
ほう

ごとに建
た

てられた寺
てら

を何
なん

といいますか。 

ア 東
とう

大
だい

寺
じ

 イ 飛鳥
あ す か

寺
でら

 ウ 国
こく

分
ぶん

寺
じ

 

⑧ 

 

聖
しょう

武
む

天
てん

皇
のう

の命
めい

令
れい

で、都
みやこ

に建
た

てられたのは何
なん

という寺
てら

ですか。 

ア 東
とう

大
だい

寺
じ

 イ 飛鳥
あ す か

寺
でら

 ウ 国
こく

分
ぶん

寺
じ

 

⑨ 

 

失
しつ

明
めい

しながらも、仏
ぶっ

教
きょう

の発
はっ

展
てん

のために、中
ちゅう

国
ごく

の唐
とう

から日
に

本
ほん

にやってきた僧
そう

は誰
だれ

ですか。 

ア 鑑
がん

真
じん

 イ 行
ぎょう

基
き

 ウ 卑
ひ

弥
み

呼
こ

 

⑩ 

 

聖
しょう

武
む

天
てん

皇
のう

の宝
ほう

物
もつ

などがおさめられた東
とう

大
だい

寺
じ

の倉
くら

を何
なん

といいますか。 

ア 高
たか

床
ゆか

倉
そう

庫
こ

 イ 正
しょう

倉
そう

院
いん

 ウ 藤
ふじ

原
わら

京
きょう

 

問題に答えましょう。(5 点×6 問＝30 点) 

① 

 

天
てん

皇
のう

が誰
だれ

のとき、 

聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

は摂
せっ

政
しょう

になりましたか。 
推
すい

古
こ

天
てん

皇
のう

 

② 

 

家
いえ

柄
がら

に関
かん

係
けい

なく、能
のう

力
りょく

で役
やく

人
にん

を選
えら

ぶため、 

603年
ねん

に、聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

が定
さだ

めた制
せい

度
ど

は何
なん

ですか。 
冠
かん

位
い

十
じゅう

二
に

階
かい

 

③ 

 

聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

がなくなった後
あと

に、天
てん

皇
のう

をしのぐほどの 

大
おお

きな力
ちから

をもったのは、何
なん

という豪
ごう

族
ぞく

ですか。 
蘇
そ

我
が

氏
し

 

④ 

 

710年
ねん

に、 

都
みやこ

はどこに移
うつ

されましたか。 
(奈

な

良
ら

の)平
へい

城
じょう

京
きょう

 

⑤ 

 

大
だい

仏
ぶつ

を建
た

てるのに協
きょう

力
りょく

した有
ゆう

名
めい

な僧
そう

は 

誰
だれ

ですか。 
行
ぎょう

基
き

 

⑥ 

 

政
せい

治
じ

や文
ぶん

化
か

を学
まな

ぶために、 

中
ちゅう

国
ごく

の唐
とう

に送
おく

られた人
ひと

を何
なん

といいますか。 
遣
けん

唐
とう

使
し

 



14 町人の文化と新しい学問 
学年 制限時間 合格点 

点 6 20 分 80 点 

正しい図を 1 つえらんで、記号に〇をしましょう。(5 点×2 問＝10 点) 

① 

 

 

 

 

千
せん

歯
ば

こきはどれですか。 ② 

 

 

 

 

浮
うき

世
よ

絵
え

はどれですか。 

ア  イ  ウ  ア  イ  ウ  

正しいものを 1 つえらんで、記号に〇をしましょう。(6 点×10 問＝60 点) 

① 

 

動
どう

物
ぶつ

を大
たい

切
せつ

にする生
しょう

類
るい

あわれみの令
れい

を出
だ

した、5代
だい

将
しょう

軍
ぐん

は誰
だれ

ですか。 

ア 徳
とく

川
がわ

綱
つな

吉
よし

 イ 徳
とく

川
がわ

家
いえ

宣
のぶ

 ウ 徳
とく

川
がわ

家
いえ

継
つぐ

 

② 

 

享
きょう

保
ほう

の改
かい

革
かく

で、新
しん

田
でん

開
かい

発
はつ

などを行
おこな

ったのは誰
だれ

ですか。 

ア 松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

 イ 水
みず

野
の

忠
ただ

邦
くに

 ウ 徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

 

③ 

 

寛
かん

政
せい

の改
かい

革
かく

で、質
しっ

素
そ

・倹
けん

約
やく

をすすめる政
せい

治
じ

を行
おこな

ったのは誰
だれ

ですか。 

ア 松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

 イ 水
みず

野
の

忠
ただ

邦
くに

 ウ 徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

 

④ 

 

天
てん

保
ぽう

の改
かい

革
かく

で、株
かぶ

仲
なか

間
ま

の解
かい

散
さん

を命
めい

じたのは誰
だれ

ですか。 

ア 松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

 イ 水
みず

野
の

忠
ただ

邦
くに

 ウ 徳
とく

川
がわ

吉
よし

宗
むね

 

⑤ 

 

都
と

市
し

のまずしい人
ひと

々
びと

が、米
こめ

屋
や

などをおそうことを何
なん

といいますか。 

ア 一
いっ

揆
き

 イ 打
う

ちこわし ウ 焼
や

きうち 

⑥ 

 

日
に

本
ほん

古
こ

来
らい

の考
かんが

え方
かた

を研
けん

究
きゅう

する学
がく

問
もん

を何
なん

といいますか。 

ア 蘭
らん

学
がく

 イ 朱
しゅ

子
し

学
がく

 ウ 国
こく

学
がく

 

⑦ 

 

オランダ語
ご

を通
つう

じて学
まな

ぶヨーロッパの学
がく

問
もん

を何
なん

といいますか。 

ア 蘭
らん

学
がく

 イ 朱
しゅ

子
し

学
がく

 ウ 国
こく

学
がく

 

⑧ 

 

杉
すぎ

田
た

玄
げん

白
ぱく

や前
まえ

野
の

良
りょう

沢
たく

によって出
しゅっ

版
ぱん

されたのは、何
なん

という医
い

学
がく

書
しょ

ですか。 

ア 曾
そ

根
ね

崎
ざき

心
しん

中
じゅう

 イ 奥
おく

の細
ほそ

道
みち

 ウ 解
かい

体
たい

新
しん

書
しょ

 

⑨ 

 

1837年
ねん

、生
せい

活
かつ

に苦
くる

しむ人
ひと

々
びと

を救
すく

おうと、役
やく

人
にん

が大
おお

阪
さか

で起
お

こした反
はん

乱
らん

を何
なん

といいますか。 

ア 本
もと

居
おり

宣
のり

長
なが

の乱
らん

 イ 大
おお

塩
しお

平
へい

八
はち

郎
ろう

の乱
らん

 ウ 新
あら

井
い

白
はく

石
せき

の乱
らん

 

⑩ 

 

東
とう

海
かい

道
どう

五
ご

十
じゅう

三
さん

次
つぎ

を描
か

いた浮
うき

世
よ

絵
え

師
し

は誰
だれ

ですか 

ア 葛
かつ

飾
しか

北
ほく

斎
さい

 イ 菱
ひし

川
かわ

師
もろ

宣
のぶ

 ウ 歌
うた

川
がわ

広
ひろ

重
しげ

 

問題に答えましょう。(5 点×6 問＝30 点) 

① 

 

松
まつ

前
まえ

藩
はん

との交
こう

易
えき

に不
ふ

満
まん

をもったアイヌの人
ひと

々
びと

が 

起
お

こしたのは何
なん

という戦
たたか

いですか。 
シャクシャインの戦

たたか

い 

② 

 

農
のう

作
さく

物
もつ

が不
ふ

作
さく

になり食
しょく

料
りょう

が不
ふ

足
そく

することを 

何
なん

といいますか。 
ききん 

③ 

 

田
た

沼
ぬま

意
おき

次
つぐ

が認
みと

めた、 

商
しょう

人
にん

による営
えい

業
ぎょう

独
どく

占
せん

を何
なん

といいますか。 
株
かぶ

仲
なか

間
ま

 

④ 

 

子
こ

どもたちが読
よ

み書
か

きやそろばんなどを 

学
まな

んでいたのは、何
なん

という場
ば

所
しょ

ですか。 
寺
てら

小
こ

屋
や

 

⑤ 

 

1825年
ねん

に幕
ばく

府
ふ

が出
だ

した、 

外
がい

国
こく

の船
ふね

を撃
げき

退
たい

する命
めい

令
れい

を何
なん

といいますか。 
異
い

国
こく

船
せん

打
うち

払
はらい

令
れい

 

⑥ 

 

20年
ねん

以
い

上
じょう

かけて、全
ぜん

国
こく

を歩
ある

いて測
そく

量
りょう

し、 

正
せい

確
かく

な日
に

本
ほん

地
ち

図
ず

をつくったのは誰
だれ

ですか。 
伊
い

能
のう

忠
ただ

敬
たか

 



 


